
平成２９年度 第２回地域授業改善協議会

組織的な授業改善をするための教頭としての役割

豊後高田市立高田小学校 教頭 榎本正史



豊後高田市高田小学校

児童数 ４０１名
１６学級

職員数 ３２名

特別支援教育支援員 ５
校務員 １

図書支援員 １
ＳＣ １
ＳＳＷ １

校長 １
教頭 １
指導教諭１
教諭 １９
養護教諭１
臨時講師２

年代別

６０代 ２名
５０代 １０名
４０代 ７名
３０代 １名
２０代 ６名

３教職３年以内の教職員が７名
（ＯＪＴ）



職員室
見える化



① 高小スタンダード

② 校内研究（協調学習）

③ 組織としての授業力向上



①高小スタンダードについての説明（研修）
４月７日

教職員へ



全教室に
掲示

児童へ



② 校内研究（協調学習による授業改善を中心に）

協調学習(対話を通して協力し
合いながら理解を深め、答え
を導こうとする授業形態)

職員研修の様子 (教職員を子ども役にして)

互見授業
【６年 算数】



協調学習

「一人では、十分な考えが出ない」本時の課題

Ａ：一人では十分ではないが、まず一人で考える

①エキスパート活動

それぞれの部品＝「私には言いたいことがある。」

②ジグソー活動

部品の統合＝「私たちの考えは、話し合ってよくなる」

③クロストーク

統合結果の交流＝「私には、この言い方が納得できる」

Ｂ：３つの活動を通してたどり着いた自分の考え

※Ａ → Ｂへ進化 ＝子どもの学び （深い学びへ）



校内研究による授業改善

東京大学(CoREF)飯窪真也先生を迎えて

第一回校内研究会

一般授業７本(国語・算数・社会・理科・音楽など)

提案授業(３年生算数)で授業公開

１０月に２回目を予定

協調学習による主体的・対話的・深い学び

教職員も協調学習体験



協調学習につい
ての合同研修
他校からも参加
（合計４５名）

校内研究による授業改善



島原第２小学校の児童を迎えて（協調学習）



③組織的な授業改善にむけて





職員室入口に掲示し、
「見える化」



「研究部」
分掌会議報告（７月）

①９月の取り組み

・学習スタンダードのチェック表により、月に一度教職員が振り返り
を行い改善していく。

・学習規律、筆箱の中身については、週一度児童に自己評価させ
る。

・９月は、「話している人の方をみて聞く」に焦点をあてる。

（運動会の練習とあわせて）

・板書記録（写真）は、学年部会で交流できるようにフォルダに整理
する。

②宿題のチェックについて（省略）

③１学期児童アンケートより（省略）



児童アンケートから（５月→７月）

『そう思う』『どちらかというとそう思う』合わせると
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５．授業中、自分の考えを発表している

授業中、自分の考えを発表していますか。

３年生

７月５月

「発表していない」
Dが５ポイントへる。

「発表している」
Aが５ポイントふえる。



授業改善にむけて教頭の役割

⑤学校長の方針に沿って、教務主任、研究主任との細かな打ち合わせ

①誰が、何を、いつまでに行うかをはっきりさせ、教職員に見通しを持たせ
る。（見える化・進捗状況の確認）
・指導案作成 ・指導案のチェック
・板書写真保存の声かけ
②授業観察等を通して、教職員への声かけ
・児童の学びの様子をフィードバック（授業観察）
・校内研と日常の授業をつなぐ声かけ（取組の交流）
・モチベーションの確保（日頃からのコミュニケーション）
③データ・資料の提供
・各種アンケート ・各種テスト結果 ・県の方針
④他組織との連携
（各研究部会、学びの昭和館、学びの２１世紀塾）
・研修参加・複数での指導をとおして授業改善へ



成果として言えそうなこと

・協調学習の研究をおこなう中で、校内教科部会が活性化してきた。
→ 職員室センターテーブルでの話し合い

・職員室で授業改善に向けての会話が増えてきた。（ＯＪＴ）
・協調学習が子どもたちが落ち着いて授業に向かうための一つの手
段として使えそうだという見通しがもてた。
・「授業の内容がわかる」と答えた児童が増えた。

校内研を終えて（教職員のふりかえりより）

・友だちの考えを取り入れて発表しようとする児童がふえた。
・難しい問題に挑戦しようとする姿がみられた。
・学習意欲が持続した。
・授業前と比べて、授業後の考えに深まりがみられた。
・授業から逃げる児童が減ってきた。



①学校評価の４点セット進行管理表の浸透（計画性）
→第２回校内研究会に向けての計画的取り組み
→分掌部会の自主的取り組みへ

②教科部会での若手の育成（OJT）

③子どもの実態の変化をみる指標の精選（データ活用）

④働き方改革（効果的・効率的な研修）
→日々の退庁時刻と授業改善の推進との兼ね合い

今後の取り組み


